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１. 水防法の改正

○多発する浸水被害への対応を図るため、水防法の一部改正（H27.5.20）により、想定し得る最大規模の洪水・内
水・高潮への対策（ソフト対策）の推進を実施することとなりました。斐伊川水系加茂川及び旧加茂川 又 佐陀
川水系の佐陀川及び精進川の水位情報周知区間においては、計画規模の降雨による洪水に係る浸水想定区域を公表
していますが、新たに「想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域」を検討し公表することとしています。

水防法一部改正の概要

２．水防法改正により実施する内容

○想定最大規模降雨の浸水想定区域図

・水防法第14条、水防法施行規則第1条から第3条に基づき、洪水浸水区域および浸水した場合に想定される水
深、家屋倒壊等氾濫想定区域および浸水継続時間等を表示した図面に洪水浸水想定区域の指定となる降雨を
明示した「洪水浸水想定区域図」を作成する。
・洪水浸水想定区域図を作成するための浸水解析においては、「想定し得る最大規模の降雨に係る国土交通大
臣が定める基準を定める告示」（平成27年国土交通省告示第869号）に基づき、想定最大規模の降雨量および
降雨波形を用いる。

河川整備において基本となる降雨を前提 想定し得る最大規模の洪水に係る浸水想定区域に拡充

現行の洪水に係る浸水想定区域 想定し得る最大規模の洪水に係る区域
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２．水防法改正により実施する内容

○「浸水継続時間」や「家屋倒壊等氾濫想定区域」を公表。

浸水継続時間

・浸水深0.5mに達してから、下回るまでの時間。

・立ち退き避難（水平避難）の要否の判断や企業BCPの策
定等、長期間の浸水による支障を防ぐ有用な情報。

※浸水深0.5m：屋外への避難が困難、孤立する可能性のある水深

長期間の自宅避難となった場合の生活環境の悪化説明例

洪水ハザードマップ作成の手引き（国土交通省）より
※浸水想定区域とは別図で作成

表示例

※イメージ
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２．水防法改正により実施する内容

○「浸水継続時間」や「家屋倒壊等氾濫想定区域」を公表。

家屋倒壊等氾濫想定区域

・堤防沿いの地域等において、洪水時に家屋が倒壊する
ような氾濫流や、河岸侵食の危険性が高い区域。

・これを参考に、「早期に立退き避難が必要な区域」を設
定し、安全な場所に立退くよう呼びかけ。

←堤防決壊に伴う氾濫流で
木造家屋が倒壊した状況

河岸侵食による家屋倒壊及び流出

洪水ハザードマップ作成
の手引き(国土交通省)
[写真提供 西日本新聞]

表示例
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洪水浸水想定区域図の対象河川

１）浸水解析の方法 ①流域から河川への流出量を算定
対象洪水の流量波形を作成

②氾濫が生じる箇所の把握
河川の各地点における流下能力を算定し
氾濫が生じる水位・流量を把握

③河川の水位・流量を時刻毎に追跡計算
河川モデルの上流から対象流量を流し、
掘り込み部では溢水量
築堤部では破堤による氾濫量を計算

④氾濫水の動き（水深・流速）を時刻毎に追跡計算
氾濫流量をメッシュ化した地形モデル
により、メッシュ毎の浸水深と流速
を算定

③
④

浸水解析モデル概念図

②

Q

ｔ

洪水予報河川、水位周知河川

３. 洪水浸水想定区域図等検討の手順

9

２）洪水浸水想定区域図の作成方法

①氾濫が生じる箇所全てにおいて浸水解析を実施
管理断面間隔で破堤地点を変えながら複数の浸水解析を実施
※ある箇所の破堤を検討する際は、最大流量が当該地点に到達することを想定
（破堤地点の上流側では越水・溢水は見込むが破堤は見込まない。）

②全ての浸水解析結果の重ね合せ最大を算定
各破堤地点別の解析結果より、各メッシュで最大となった時刻の浸水深を採用した
重ね合せ最大浸水深を算定

全破堤地点の
重ね合せ最大浸水深

破堤地点①

破堤地点②
破堤地点②の
最大浸水深

破堤地点①の
最大浸水深

微地形の浸水深を反映
説明文、凡例等を明示

洪水浸水想定区域図

３. 洪水浸水想定区域図等検討の手順



４．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析

○降雨特性が類似する15のブロックに区分し、ブロック内最大雨量に着目し設定

〇斐伊川水系加茂川及び旧加茂川 又 佐陀川水系の佐陀川及び精進川は⑩山陰ブロックに該当

⑩山陰ブロック 適用

STEP 1
該当河川があるブロックを設定

STEP 2

①北海道北部

②北海道南部

④東北東部

⑤関東

⑥北陸

⑦中部

⑧近畿

⑩山陰

⑨紀伊南部

⑬四国南部

⑪瀬戸内

⑭九州
北西部

⑮九州南東部

③東北西部

ブロック区分

⑫中国西部

（⑭九州北西部
に含む）
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（１）対象降雨および流出解析（浸水解析）
１）想定最大降雨量の設定の考え方

⑩山陰ブロックにおいてこれまでに降った雨の統
計資料（※１）から、河川の流域面積と同じ面積に
降った雨で過去最大の降雨量を、当該河川にお
いて想定し得る最大規模の降雨量として決定

※１想定最大外力（洪水・内水）の設定に係る技術検討会によりとりまとめ
られた「浸水想定（洪水・内水）の作成等のための想定最大外力の設
定手法」 資料

該当河川の流域面積と
同じ面積でブロック内の
任意区域の最大雨量を
調査

最大雨量を該当河川
の雨量に適用し、「想
定し得る最大規模の
降雨」として決定

最大規模の降雨量を決定

実績最大降雨量の包絡線（⑩山陰）
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４．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析

【加茂川・旧加茂川の降雨量設定】

実績最大包絡降雨量：724mm/48hr

中海合流地点上流域
17.3km2

想定最大規模降雨
724mm



実績最大降雨量の包絡線（⑩山陰）
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５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析

【佐陀川の降雨量設定】

実績最大包絡降雨量：607mm/24hr

河口地点上流域
47.9km2

想定最大規模降雨
607mm

面積 雨量
1 624

32 624
63 591
126 575
252 480
504 398
754 372
1,006 361
1,509 328
2,016 309
3,021 285
4,029 265
5,059 257
6,044 249
7,052 238
8,059 227
12,103 196
16,723 171

24時間

実績最大降雨量の包絡線（⑩山陰）
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５．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析

実績最大包絡降雨量：624mm/24hr

佐陀川合流点上流域
22.1km2

想定最大規模降雨
624mm

面積 雨量
1 624

32 624
63 591
126 575
252 480
504 398
754 372
1,006 361
1,509 328
2,016 309
3,021 285
4,029 265
5,059 257
6,044 249
7,052 238
8,059 227
12,103 196
16,723 171

24時間

【精進川の降雨量設定】



５. 数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析

【加茂川】
対象洪水については、斐伊川本川での対象降雨波形と同じ昭和20年9月型波形を採用

【佐陀川、精進川】
流域面積で算定した想定最大規模の降雨量をもとに、近年までの主要な洪水群を引き伸ばして洪水波形を設定
ピーク流量、HWL流下能力以上の総ボリュームが最大となるのは、平成25年7月型

①～③を検討し、降雨を選定。
①降雨の上位10洪水
②水位の上位10洪水
③近隣河川の洪水発生状況による抽出

引き延ばした結果、がに該当する場合は著しく不合理な洪水波
形であるため検討対象洪水から棄却する
①短時間雨量が著しく大きい降雨 (220mm/hr以上)

各検討対象洪水について、引き延ばし後の洪水波形により流出
計算を行い、ピーク流量及び想定氾濫ボリュームが最大となる
洪水の波形を想定最大規模の降雨波形として設定

【検 討 手 順】

各々の洪水について、総雨量が想定最大規模の降雨量に等しく
なるように引き延ばす

検討対象洪水一覧表（佐陀川の例）
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STEP 3 降雨波形の設定

【加茂川】
想定最大規模降雨（S20.9型、
724mm/48時間） の浸水解析を実施
し、最大浸水深をとりまとめ

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

２）浸水想定区域

加茂川における最大浸水深は
新山地区において１．８ｍ程度
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想定最大規模降雨（S20.9型、
724mm/48時間）の浸水解析結
果から、浸水継続時間をとりまとめ

堤内地の浸水継続時間の最大は
24時間以内で大半は12時間以
内に排水される。

４）浸水継続時間

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

加茂川における最大浸水時間は
古市地区において１８ｈｒ程度

中央集中波形（1/50）の浸水解
析を実施し、最大浸水深をとりま
とめ

15

（３）その他の外力に対する氾濫解析

①中高頻度（1/50）

５. 洪水浸水想定区域図作成

降雨条件）
ピーク時に63.3mm/hr
総雨量276mm/hrの降雨があった場合



（２）想定区域図（図面集）
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中央集中波形（1/10）の浸水解
析を実施し、最大浸水深をとりま
とめ

②高頻度（1/10）

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

降雨条件）
ピーク時に50.4mm/hr
総雨量230mm/hrの降雨があった場合

（２）想定区域図（図面集）

17

中央集中波形（1/150）の浸水
解析を実施し、最大浸水深をとり
まとめ

③中頻度（1/150）

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

降雨条件）
ピーク時に70.8mm/hr
総雨量358mm/hrの降雨があった場合



想定最大規模降雨（H25.7型、
佐陀川607mm/24時間、精進川
624mm/24時間）の浸水解析を
実施し、最大浸水深をとりまとめ

18

２）浸水想定区域

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

佐陀川における最大浸水深は
淀江地区において4ｍ程度

精進川における最大浸水深は
岡成地区において4ｍ程度
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想定最大規模降雨（H25.7型、
佐陀川607mm/24時間、精進川
624mm/24時間）の浸水解析結
果から、浸水継続時間をとりまとめ

堤内地の浸水継続時間の最大は
24時間以内で大半は12時間以
内に排水される。

４）浸水継続時間

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

佐陀川における最大浸水時間は
河岡地区において１５ｈｒ程度

精進川における最大浸水時間は
岡成地区において１６ｈｒ程度



中央集中波形（1/50）の浸水解
析を実施し、最大浸水深をとりま
とめ
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（３）その他の外力に対する氾濫解析

①中高頻度（1/50）

５. 洪水浸水想定区域図作成

降雨条件）
ピーク時の75分間に78mm/hrの降雨
があった場合

（２）想定区域図（図面集）

21

中央集中波形（1/30）の浸水解
析を実施し、最大浸水深をとりま
とめ

②高頻度（1/30）

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

降雨条件）
ピーク時の75分間に72mm/hrの降雨
があった場合



（２）想定区域図（図面集）
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中央集中波形（1/100）の浸水
解析を実施し、最大浸水深をとり
まとめ

③中頻度（1/100）

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

降雨条件）
ピーク時の75分間に86mm/hrの降雨
があった場合

６．家屋倒壊等氾濫想定区域の設定（想定最大規模降雨）

（１）氾濫流によるもの
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●氾濫発生条件

県管理区間の全ての区間で、氾濫開始水位（危険水位）到達時及びピーク水位時に破堤が発生した場合を想定し、
氾濫流の流速と水深から家屋の倒壊が発生する範囲を算定

それぞれの地点、水位条件で氾濫計算を行い、家屋が倒壊する範囲の最大値を包絡するように家屋倒壊等氾濫
想定区域を設定

堤内地盤高との比高
が２ｍ未満の箇所は
対象外とする

●家屋の倒壊条件

右図の着色範囲で家屋
（木造）の倒壊が発生



６．家屋倒壊等氾濫想定区域の設定（想定最大規模降雨）

（２）河岸浸食によるもの
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●河岸侵食

洪水によって河岸の侵食が生じると、家屋の基礎を支える地盤が流失し、侵食範囲にある家屋（木造・非木造とも）
の倒壊の危険が生じる。
洪水時に河岸の侵食が生じる幅は、川幅、河岸高、河床勾配等の条件から算定する。

川 幅河岸侵食幅
河岸侵食幅の設定の流れ

川幅の設定

河岸高の算定

河岸侵食幅の算定

河床勾配

河岸高

※河床勾配が急勾配で
あるほど河岸侵食幅
が大きくなる

河岸侵食幅

河岸侵食幅

河岸高

河岸高

川 幅

(a)掘込河道の場合

川 幅

(b)有堤区間かつ
単断面の場合

(c)有堤区間かつ
複断面の場合
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〇加茂川・旧加茂川では、氾濫流による家屋倒壊等氾
濫想定区域は発生していない。

〇河岸浸食幅は 加茂川では3m～30m
旧加茂川では7m～21m  となった。

６．家屋倒壊等氾濫想定区域の設定（想定最大規模降雨）

【加茂川・旧加茂川】

（２）家屋倒壊等氾濫想定区域

想定最大規模降雨（S20.9型、 724mm/48時
間）時の水位で想定される
〇氾濫流により家屋の倒壊が発生する範囲
〇洪水時に河岸の侵食が生じる幅
を算定
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６．家屋倒壊等氾濫想定区域の設定（想定最大規模降雨）

【佐陀川・精進川】

〇佐陀川・精進川では、氾濫流による家屋倒壊等氾濫
想定区域は部分的に発生するが、当該箇所に家屋は
存在しない。

〇河岸浸食幅は 佐陀川では0.6m～78m
精進川では0.3m～43m  となった。

想定最大規模降雨（H25.7型、
佐陀川607mm/24時間、精進川624mm/24時
間）時の水位で想定される
〇氾濫流により家屋の倒壊が発生する範囲
〇洪水時に河岸の侵食が生じる幅
を算定
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【想定される利活用方法】
■ 市町村の水防活動（水害ハザードマップ作成等）への利活用。
※日野川氾濫区域との重ね合わせ

■ 避難勧告等の避難誘導範囲の目安。
※避難勧告の判断は「避難判断水位」が目安。

■ 浸水継続時間想定区域については、長時間の浸水により生活や企業活動
の再開等に支障がでる恐れがあることから、水平避難の要否判断企業
BTPの策定等に有用な情報として利活用。

■ 家屋倒壊等氾濫想定区域については、洪水時に家屋が流失倒壊の恐れが
ある範囲を示し、洪水時の屋内安全確保（垂直避難）の適否の判断情報
として利活用。

７．洪水浸水想定区域図等の活用

「減災協議会」等にて国・県・市町村で意見交換し連携をとり、住民の方々に
「的確な情報提供」を行い、「的確な水防活動」へ繋げる。



日野川水系 日野川及び板井原川

洪水浸水想定区域 説明資料
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1

目 次

１. 水防法の改正
２. 水防法改正により実施する内容
３. 洪水浸水想定区域図等検討の手順
４. 数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析
５. 洪水浸水想定区域図作成(想定最大規模降雨、その他降雨)

６. 家屋倒壊等氾濫想定区域の設定(想定最大規模降雨)

７. 洪水浸水想定区域図等の活用



２

１. 水防法の改正

○多発する浸水被害への対応を図るため、水防法の一部改正（H27.5.20）により、想定し得る最大規模の洪水・内
水・高潮への対策（ソフト対策）の推進を実施することとなりました。日野川水系日野川及び板井原川の水位情報
周知区間においては、計画規模の降雨による洪水に係る浸水想定区域を公表していますが、新たに「想定最大規模
の降雨による洪水浸水想定区域」を検討し公表することとしています。

水防法一部改正の概要

２．水防法改正により実施する内容

○想定最大規模降雨の浸水想定区域図

・水防法第14条、水防法施行規則第1条から第3条に基づき、洪水浸水区域および浸水した場合に想定される水
深、家屋倒壊等氾濫想定区域および浸水継続時間等を表示した図面に洪水浸水想定区域の指定となる降雨を
明示した「洪水浸水想定区域図」を作成する。
・洪水浸水想定区域図を作成するための浸水解析においては、「想定し得る最大規模の降雨に係る国土交通大
臣が定める基準を定める告示」（平成27年国土交通省告示第869号）に基づき、想定最大規模の降雨量および
降雨波形を用いる。

河川整備において基本となる降雨を前提 想定し得る最大規模の洪水に係る浸水想定区域に拡充

現行の洪水に係る浸水想定区域 想定し得る最大規模の洪水に係る区域

3
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２．水防法改正により実施する内容

○「浸水継続時間」や「家屋倒壊等氾濫想定区域」を公表。

浸水継続時間

・浸水深0.5mに達してから、下回るまでの時間。

・立ち退き避難（水平避難）の要否の判断や企業BCPの策
定等、長期間の浸水による支障を防ぐ有用な情報。

※浸水深0.5m：屋外への避難が困難、孤立する可能性のある水深

長期間の自宅避難となった場合の生活環境の悪化説明例

洪水ハザードマップ作成の手引き（国土交通省）より
※浸水想定区域とは別図で作成

表示例

※イメージ 4

5

２．水防法改正により実施する内容

○「浸水継続時間」や「家屋倒壊等氾濫想定区域」を公表。

家屋倒壊等氾濫想定区域

・堤防沿いの地域等において、洪水時に家屋が倒壊する
ような氾濫流や、河岸侵食の危険性が高い区域。

・これを参考に、「早期に立退き避難が必要な区域」を設
定し、安全な場所に立退くよう呼びかけ。

←堤防決壊に伴う氾濫流で
木造家屋が倒壊した状況

河岸侵食による家屋倒壊及び流出

洪水ハザードマップ作成
の手引き(国土交通省)
[写真提供 西日本新聞]

表示例

5
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洪水浸水想定区域図の対象河川

１）浸水解析の方法 ①流域から河川への流出量を算定
対象洪水の流量波形を作成

②氾濫が生じる箇所の把握
河川の各地点における流下能力を算定し
氾濫が生じる水位・流量を把握

③河川の水位・流量を時刻毎に追跡計算
河川モデルの上流から対象流量を流し、
掘り込み部では溢水量
築堤部では破堤による氾濫量を計算

④氾濫水の動き（水深・流速）を時刻毎に追跡計算
氾濫流量をメッシュ化した地形モデル
により、メッシュ毎の浸水深と流速
を算定

③
④

浸水解析モデル概念図

②

Q

ｔ

洪水予報河川、水位周知河川

３. 洪水浸水想定区域図等検討の手順
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２）洪水浸水想定区域図の作成方法

①氾濫が生じる箇所全てにおいて浸水解析を実施
管理断面間隔で破堤地点を変えながら複数の浸水解析を実施
※ある箇所の破堤を検討する際は、最大流量が当該地点に到達することを想定
（破堤地点の上流側では越水・溢水は見込むが破堤は見込まない。）

②全ての浸水解析結果の重ね合せ最大を算定
各破堤地点別の解析結果より、各メッシュで最大となった時刻の浸水深を採用した
重ね合せ最大浸水深を算定

全破堤地点の
重ね合せ最大浸水深

破堤地点①

破堤地点②
破堤地点②の
最大浸水深

破堤地点①の
最大浸水深

微地形の浸水深を反映
説明文、凡例等を明示

洪水浸水想定区域図

３. 洪水浸水想定区域図等検討の手順



４．数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析

○降雨特性が類似する15のブロックに区分し、ブロック内最大雨量に着目し設定。

〇日野川水系日野川及び板井原川は⑩山陰ブロックに該当。

〇想定最大外力算定に用いる降雨は、519mm/48hrとする。

（「日野川水系浸水解析外検討業務」（平成２８年３月：国土交通省中国地方整備局日野川河川事務所）より）

⑩山陰ブロック 適用

STEP 1 該当河川があるブロックを設定 STEP 2
①北海道北部

②北海道南部

④東北東部

⑤関東

⑥北陸

⑦中部

⑧近畿

⑩山陰

⑨紀伊南部

⑬四国南部

⑪瀬戸内

⑭九州
北西部

⑮九州南東部

③東北西部

ブロック区分

⑫中国西部

（⑭九州北西部
に含む）

8

（１）対象降雨および流出解析（浸水解析）
１）想定最大降雨量の設定の考え方

⑩山陰ブロックにおいてこれまでに降った雨の統
計資料（※１）から、河川の流域面積と同じ面積に
降った雨で過去最大の降雨量を、当該河川にお
いて想定し得る最大規模の降雨量として決定

※１想定最大外力（洪水・内水）の設定に係る技術検討会によりとりまとめ
られた「浸水想定（洪水・内水）の作成等のための想定最大外力の設
定手法」 資料

該当河川の流域面積と
同じ面積でブロック内の
任意区域の最大雨量を
調査

最大雨量を該当河川
の雨量に適用し、「想
定し得る最大規模の
降雨」として決定

最大規模の降雨量を決定

４. 数値シミュレーションを用いた流出解析・氾濫解析

〇降雨波形は、平成10年10月型波形を採用。
（「日野川水系浸水解析外検討業務」（平成２８年３月：国土交通省中国地方整備局日野川河川事務所）より。）

下記を検討し、降雨を選定。
①河川整備基本方針検討時の洪水を選定
②近年の洪水について基本方針対象洪水の48時間雨量と同程
度以上の洪水を選定

引き延ばした結果、①及び②に該当する場合は著しく不合理な
洪水波形であるため検討対象洪水から棄却する
①短時間雨量が著しく大きい降雨 (220mm/hr以上)
②降雨継続時間が洪水到達時間と較べ著しく短い。

各検討対象洪水について、引き延ばし後の洪水波形により流出
計算を行い、ピーク流量及び想定氾濫ボリュームが最大となる
洪水の波形を想定最大規模の降雨波形として設定

【検 討 手 順】

各々の洪水について、総雨量が想定最大規模の降雨量に等しく
なるように引き延ばす

検討対象洪水一覧表
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STEP 3 降雨波形の設定

妥当性の確認

〇想定最大外力の妥当性は、４手法により確認。

①比流量による国交省流出計算結果との比較
②地域ごとの最大雨量による確認
③米子雨量観測所3 時間雨量確率による確認
④想定最大降雨強度式による確認



【日野川 霞地区】
想定最大規模降雨（H10.10型、 519mm/48時間） の浸水解析を
実施し、最大浸水深をとりまとめ

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

（１）日野川（霞地区）浸水想定区域

１）想定区域図（想定最大規模）

日野川（霞地区）における最大
浸水深は５．２ｍ程度
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【日野川 霞地区】
想定最大規模降雨（H10.10型、 519mm/48時間）の浸水解析結果
から、浸水継続時間をとりまとめ
堤内地の浸水継続時間の最大は12時間未満に排水される。

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

２）想定区域図（浸水継続時間）

日野川（霞地区）における
最大浸水時間は９ｈｒ程度



年超過確率1/100（基本方針規模）
の浸水解析を実施し、最大浸水深を
とりまとめ
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３）その他の外力に対する氾濫解析

①中頻度（1/100）※計画規模

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

降雨条件）
１時間に80.8mm

年超過確率1/50の浸水解析を
実施し、最大浸水深をとりまとめ
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３）その他の外力に対する氾濫解析

②中高頻度（1/50）

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

降雨条件）
１時間に72.9mm



年超過確率1/20（整備計画規
模）の浸水解析を実施し、最大浸
水深をとりまとめ
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３）その他の外力に対する氾濫解析

③中高頻度（1/20）

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

降雨条件）
１時間に62.6mm

年超過確率1/10の浸水解析を
実施し、最大浸水深をとりまとめ

15

３）その他の外力に対する氾濫解析

④高頻度（1/10）

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

降雨条件）
１時間に53.7mm
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５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

（２）板井原川 浸水想定区域

１）想定区域図（想定最大規模）

【板井原川】
想定最大規模降雨（H10.10型、
519mm/48時間） の浸水解析を実施
し、最大浸水深をとりまとめ

板井原川における最大浸水深
は３．２ｍ程度
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５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

【板井原川】
想定最大規模降雨（H10.10型、
519mm/48時間）の浸水解析結
果から、浸水継続時間をとりまとめ

堤内地の浸水継続時間の最大は
24時間未満で大半は12時間未
満に排水される。

２）想定区域図（浸水継続時間）

板井原川における最大
浸水時間は１６ｈｒ程度
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５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

年超過確率1/100（基本方針規
模）の浸水解析を実施し、最大浸
水深をとりまとめ

３）その他の外力に対する氾濫解析

①中頻度（1/100）※計画規模

降雨条件）
１時間に80.8mm

19

５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

年超過確率1/50の浸水解析を
実施し、最大浸水深をとりまとめ

３）その他の外力に対する氾濫解析

②中高頻度（1/50）

降雨条件）
１時間に72.9mm
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５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

年超過確率1/20（整備計画規
模）の浸水解析を実施し、最大浸
水深をとりまとめ

３）その他の外力に対する氾濫解析

③中高頻度（1/20）

降雨条件）
１時間に62.6mm
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５. 洪水浸水想定区域図の作成（想定最大規模降雨、その他降雨）

３）その他の外力に対する氾濫解析

年超過確率1/10の浸水解析を
実施し、最大浸水深をとりまとめ

④高頻度（1/10）

降雨条件）
１時間に53.7mm



６．家屋倒壊等氾濫想定区域の設定（想定最大規模降雨）

（１）氾濫流によるもの

22

●氾濫発生条件

県管理区間の全ての区間で、氾濫開始水位（危険水位）到達時及びピーク水位時に破堤が発生した場合を想定し、
氾濫流の流速と水深から家屋の倒壊が発生する範囲を算定

それぞれの地点、水位条件で氾濫計算を行い、家屋が倒壊する範囲の最大値を包絡するように家屋倒壊等氾濫
想定区域を設定

堤内地盤高との比高
が２ｍ未満の箇所は
対象外とする

●家屋の倒壊条件

右図の着色範囲で家屋
（木造）の倒壊が発生

６．家屋倒壊等氾濫想定区域の設定（想定最大規模降雨）

（２）河岸浸食によるもの
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●河岸侵食

洪水によって河岸の侵食が生じると、家屋の基礎を支える地盤が流失し、侵食範囲にある家屋（木造・非木造とも）
の倒壊の危険が生じる。
洪水時に河岸の侵食が生じる幅は、川幅、河岸高、河床勾配等の条件から算定する。

川 幅河岸侵食幅
河岸侵食幅の設定の流れ

川幅の設定

河岸高の算定

河岸侵食幅の算定

河床勾配

河岸高

※河床勾配が急勾配で
あるほど河岸侵食幅
が大きくなる

河岸侵食幅

河岸侵食幅

河岸高

河岸高

川 幅

(a)掘込河道の場合

川 幅

(b)有堤区間かつ
単断面の場合

(c)有堤区間かつ
複断面の場合
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６．家屋倒壊等氾濫想定区域の設定（想定最大規模降雨）

（３）家屋倒壊等氾濫想定区域
１）日野川（霞地区） 氾濫流

【日野川 霞地区】
想定最大規模降雨（H10.10型、 519mm/48時
間）時の水位で想定される

〇氾濫流により家屋の倒壊が発生する範囲

を算定
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６．家屋倒壊等氾濫想定区域の設定（想定最大規模降雨）

２）日野川（霞地区） 河岸浸食

【日野川 霞地区】
想定最大規模降雨（H10.10型、 519mm/48時
間）時の水位で想定される

〇洪水時に河岸の侵食が生じる幅

を算定
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６．家屋倒壊等氾濫想定区域の設定（想定最大規模降雨）

板井原川では、氾濫流による家屋倒壊等氾濫想定区域
は発生していない。

【板井原川】
想定最大規模降雨（H10.10型、 519mm/48時
間）時の水位で想定される

〇氾濫流により家屋の倒壊が発生する範囲
〇洪水時に河岸の侵食が生じる幅

を算定

３）板井原川
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【想定される利活用方法】
■ 町の水防活動（水害ハザードマップ作成等）への利活用。

■ 避難勧告等の避難誘導範囲の目安。
※避難勧告の判断は「避難判断水位」が目安。

■ 浸水継続時間想定区域については、長時間の浸水により生活や企業活動
の再開等に支障がでる恐れがあることから、水平避難の要否判断企業
BTPの策定等に有用な情報として利活用。

■ 家屋倒壊等氾濫想定区域については、洪水時に家屋が流失倒壊の恐れが
ある範囲を示し、洪水時の屋内安全確保（垂直避難）の適否の判断情報
として利活用。

７．洪水浸水想定区域図等の活用

「減災協議会」等にて国・県・市町村で意見交換し連携をとり、住民の方々に
「的確な情報提供」を行い、「的確な水防活動」へ繋げる。


